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1-2　東京都北区における実施

　東京都北区では、北区中心部でファミリー校を形成する東十条小学校、滝野川小学校お
よび王子桜中学校の３校を海洋教育モデル実施校として指定しました。さらに、これら３
校は海洋教育を進めるための教科を設置する「教育課程特例校」として取り組みを目指す
こととし、本年度は教育課程特例校の設置に向けた整備を重点的に進めました。

❶教育課程特例校設置への取り組み

　東京都北区教育委員会および上述の小学校２校、中学校１校の管理職と協議を重ね、以
下の取り組み内容で「海育科」の設置を目指すことになりました。概略を以下に示します。

■教育課程の基準の特例の内容について
①　滝野川小学校
・第４・５・６学年において新教科「海育科」を新設します。
・「海育科」を設置する全学年で、「海育科」に「理科」の一部の時間、「社会」の一部
の時間、および「総合的な学習の時間」の一部の時間を充てます。

②　東十条小学校
・第４・５・６学年において新教科「海育科」を新設します。
・第４学年では「海育科」に、「総合的な学習の時間」の一部の時間を充てます。また、
第５・６学年では「海育科」に「理科」の一部の時間、「社会」の一部の時間、およ
び「総合的な学習の時間」の一部の時間を充てます。

③　王子桜中学校
・第１・２学年において新教科「海育科」を新設します。
・第１学年では「海育科」に「理科」の一部の時間、「社会」の一部の時間、および「総
合的な学習の時間」の一部の時間を充てます。また、第２学年では「海育科」に「理
科」の一部の時間、および「社会」の一部の時間を充てます。

■教育基本法及び学校教育法における教育の目標に関する規定との関係
　「海育科」の趣旨は、①海に対する親しみ、理解、関心を深める、②私たちの生活が、
歴史文化、科学技術の両面で海と深く関わっていることを理解する、③持続的な海の利用
と海洋環境の保護を通した海との共生が私たちの社会の永続的発展に欠かせないことを理
解する、ということです。
　新設教科「海育科」は、「海との出会い」「海の科学」「海の保全」「海の利用」の４分野
で構成します。
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　「海との出会い」は、海の豊かな自然や海に関わりのある地域社会の中での様々な体験
活動を通して海との出会いを体験し、海に対する豊かな感受性や海に対する関心等を培
い、海の自然に親しみ、海に進んで関わろうとする児童・生徒の育成に取り組みます。「海
の科学」は、海の自然や資源、人との深い関わりについて関心を持ち、科学的な態度を持っ
て進んで調べようとする児童・生徒の育成に取り組みます。ここでいう科学的な態度とは、
自然科学、社会科学および人文科学を含めた論理的および客観的に事象を捉えようとする
態度のことです。「海の保全」は、海の環境について調べる活動やその保全活動などの体
験を通して、海の環境保全に主体的に関わろうとする児童・生徒の育成を図ります。「海
の利用」は、水産物や資源、船舶を用いた人や物の輸送、また海を通した世界の人々との
結びつきについて理解し、それらを持続的に利用することの大切さを理解できる児童・生
徒の育成を目指します。
　これらの取組は、教育基本法第二条に掲げられる「幅広い知識と教養の習得」「豊かな
情操と道徳心の涵養」「生命・自然の尊重」「環境の保全に寄与する態度」「伝統と文化の
尊重」「我が国と郷土を愛するとともに他国を尊重する態度」等の教育目的を踏まえてい
ます。また、海から離れた地域における海洋教育の実現は、教育基本法第三条に掲げられ
る「あらゆる場所において学習することができる社会の実現」を図るという理念を踏まえ
るものです。

■学習指導要領に定める内容事項が特別の教育課程において適切に取り扱われていること
　新設科目「海育科」では、「海の科学」「海の保全」「海の利用」において、「理科」およ
び「社会」の内容の全てを履修します。また、「海との出会い」「海の科学」「海の保全」「海
の利用」の４分野において、「総合的な学習の時間」に関する学習を実施します。これら
の取組により、学習指導要領に定められた「理科」「社会」「総合的な学習の時間」の目標
を逸脱することなく、特色ある教育課程を編成します。

■「海洋教育評価検討委員会」の設置および小中学校間の連携について
　本取組における海洋教育の実践成果を評価するため、学校教育関係者とお茶の水女子大
学サイエンス＆エデュケーションセンターの教員から成る「海洋教育評価検討委員会」を
設置します。義務教育９カ年の中期（小５～中１の３年間）を中心に小中学校間の連携を
強化するため、担当教員は「海洋教育評価検討委員会」を通して情報交換を図ります。

次ページに３校の教育課程表を掲載します。
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❷北区立東十条小学校の取り組み

概要
　東十条小学校は東京都北区ＪＲ京浜東北
線東十条駅近くにあり、商店街やマンショ
ンが建ち並ぶ地域にあります。海に接して
いるわけでなく、日頃海を感じさせるもの
は何もないところです。ただ、東十条小学
校は鹿児島県の与論島にある３小学校と姉
妹校としての盟約を結んでおり今年で35年
目に入ります。毎年、盟約記念日には与論
盟約記念集会を行い、その中で４年生が、
総合的な学習の時間に「与論博士になろ
う」という単元で、与論島について調べた
ことを発表しています。また、児童がそれ
ぞれの地を隔年で相互に訪れて交流を深め
ています。従って、与論島が海に囲まれ、
海と密接に関係している島であることは全
校児童が知っています。このことから、東
十条小学校の児童は、海に接しない学校で
ありながらも海に関しての興味関心があり
知識についても多少は高いといえる状況で
す。

第５学年の実施内容
■概要
　本年度、５年生は北区のどこの学校も同
じ環境であるということを前提に、海洋に
ついてどのような学習が可能か、研究１年
目として検討しました。東十条小学校の児
童は海について多少の興味関心があるとし
ても、家族で海へ行って海の水に触れた経
験のある児童以外は、海というものに直接
触れ合うことはありません。そこで、北区
の５年生全員が、千葉県の海に面した岩井
自然体験教室を活用し、３泊４日の行程の
中で、千葉県館山市にある本学湾岸生物教
育研究センターを訪問して海の生物に触れ
る実習を実施しました。
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■お茶の水女子大学湾岸生物教育研究センターにおける事前体験教室（2014年10月17日）
　５年生児童２クラス58名を対象に「海の生き物を知ろう、触ってみよう」と題して、本
学湾岸生物教育研究センターで「海に親しむ」「海を知る」プログラムを提供しました。
クラスを２つに分け、約30分程度のプログラムを２つ体験して頂きました。１つは湾岸生
物教育研究センター実習室内で生き物を紹介し、「口と肛門をさがそう」をテーマに海の
生き物の様々な生き方を紹介しました。もう一つは屋外にて、「タッチプール」と称して
ナマコ、ウニ、ヤドカリ、貝、イソギンチャクなど触れても安全な海の生き物を実際に見
たり触ったりしてもらいました。講義は本事業のスタッフが、タッチプールは学生ティー
チングアシスタント３名が担当しました。

■児童の感想
　講義はとても興味深く聴いていました。「タッチプール」は、普段は海から遠く、海の
生き物に触るという経験がほとんどない都心の児童にとってはとても刺激的で印象深い経
験となったようです。当初は３分の１の児童がこれら生物に触れることに抵抗を持ってい
ましたが、30分の間に、ほぼすべての児童が生き物に触れられるようになりました。児童
の感想の一例を示します。
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■学校での学習
　学校に戻り、体験的活動をもとに海につ
いてどんなことを調べていきたいかウェビ
ングを行ったところ、「海の生物」は勿論、
「海の歴史」「海の漂流物」「海の塩」「海と
船」など、多くの意見が児童からあがりま
した（右はその際の板書）。学習の深まり
に個人差はあるかもしれませんが、海育科
で示されている「海との出会い」「海の科
学」「海の保全」「海の利用」という４つの
内容に関わるすべてが挙がりました。

　さらに、その中から自分の課題を見い出
し、一人一人調べ学習を行いました。右は
その一例で、本学スタッフの話に興味を抱
き、海の貝について調べたものです。他に
も「海の漂流物」について調べた児童は、
「海の汚染との関係」「外国と日本の漂流物
のちがい」違いについて新聞にまとめまし
た。漂流物と汚染のことをしり、海だけで
なく川にもごみを捨てないようにしたい問
い感想を書いていました。このような自分
で学んだことをお互いに発表することで、
児童は海に関する知識の広がりや自分なり
の考えを持つことにつながっていきました。
　また、東十条小学校では教育に新聞を取
り入れるＮＩＥ教育を実践していることか
ら、海について調べた壁新聞の作成も行い
ました。右はその成果です。
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第４学年の実施内容
■概要
　総合的な学習の時間を用いて、岩井臨海学園において「うみのはなし　いそのいきもの
のはなし」を実施しました。本学湾岸生物教育研究センターから本事業のスタッフ１名と
学生ティーチングアシスタント２名が講師を行い、児童64名に対して、約１時間、「海に
親しむ」「海を知る」プログラムを提供しました。

■内容
　前半はスライドを用いたお話、後半は海の生き物に関するクイズを行い、海に関心を
持ってもらうことを目的としました。海の広さ、塩分の濃度は地球上で異なること、東京
湾の海の話等をしました。また、岩井付近の磯で見られる生き物30種程度についてスライ
ドを見せながら説明しました。最後に「海を知る」ために行っている調査の様子を紹介し
ました。

海のしょっぱさは同じでない 海を知るための調査の様子

　クイズでは「カゴカキダイの縞模様は縦縞か？横縞か？」、「モミジガイは貝の仲間であ
る。マルかバツか？」などの問題を出した後、実際の生き物を見てもらった。

カゴカキダイの縞模様は縦縞か？横縞か？ モミジガイは貝の仲間である．マルかバツか？
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次年度に向けて
　今回の学習は総合的な学習の時間として扱いましたが、導入に体験活動を行い、興味を
持たせることができれば、児童は高い関心を持って学習に取り組んでいくということが分
かりました。特に、体験的な活動と専門家である本事業スタッフによる具体的な内容の講
義は、児童の意欲につながることを実感しました。

　次年度、海洋教育の教育課程特例校として「海育科」が設置され、本格的に取り組むこ
とになります。４年生では本校の特色を生かし、与論島との交流から海についての関心を
広く持たせていきます。５年生では、岩井自然体験教室を活用し、体験的な活動を中心と
した学習を続けていくとともに、社会科においては、日本の国土や水産業、理科において
はものの溶け方、台風と天気の変化の内容を取り入れていきます。そして、海についての
知識を広げていきます。６年生では、社会科においては、地球温暖化などの環境問題、理
科での水の循環、潮の干満。そして環境保全の内容を取り入れ、今までの４年・５年で習
得した知識や考えから、海に対しての自分の考えがさらに深く持てるようにしていきたい
と考えています。観点ごとの時数配当や教材開発を、さらに次年度研究していきたいと考
えています。

　以上のことを盛り込んだ年間指導計画の策定、旧教科（理科および社会科で削減される
内容）と新教科の対応表の作成、および年間実施カレンダーの協議と作成を進めています。
次ページ以降、現在作成中のものについて示します（２月20日現在作成中で、確定版では
ありません）。
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❸北区立滝野川小学校の取り組み

今年度の実施内容
　来年度から始まる教育課程特例校としての実施に向け、指導計画の検討、作成を進めま
した。また2014年11月28日に開催された第28回東京都小学校新聞教育研究会では、次年度、
海洋教育実施校として研究と実践を進める旨、発表がありました。

次年度の取り組み
　次年度、海洋教育の教育課程特例校として「海育科」が設置されることに向けて、年間
指導計画の策定、旧教科（理科および社会科で削減される内容）と新教科の対応表の作成、
および年間実施カレンダーの協議と作成を進めています。次ページ以降、現在作成中のも
のについて示します（２月20日現在作成中で、確定版ではありません）。
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❹北区立王子桜中学校の取り組み

次年度の取り組み
　次年度、海洋教育の教育課程特例校として「海育科」が設置されることに向けて、年間
指導計画の策定、旧教科（理科および社会科で削減される内容）と新教科の対応表の作成、
および年間実施カレンダーの協議と作成を進めています。次ページ以降、現在作成中のも
のについて示します（２月20日現在作成中で、確定版ではありません）。
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1-3　東京都渋谷区における実施

　東京都渋谷区では、渋谷区教育委員会との協議の結果、理数フロンティア校として指定
された猿楽小学校および鉢山中学校を海洋教育モデル実施校として選定し、設置すること
となりました。両校はファミリー校であり、猿楽小学校を卒業した児童は大半が鉢山中学
校に進学するためタイアップして海洋教育を進めることができます。

❶渋谷区立猿楽小学校の取り組み

　猿楽小学校で特筆すべき取り組みとして、総合的な学習の時間を年間１単位（70時間）
で実施していることが挙げられます。この取り組みを活かし、本年度は第５学年を「海洋
教育」で実施するという取り組みを行いました。

　年間を次の行程で進めました。
●　「海の不思議を見つけ、調べよう」（12時間）（４月～）
鎌倉遠足で訪れる由比ヶ浜を散策し、海の様々な事物や現象に興味を持つ。帰校後、
興味をもったことや疑問に感じたことについて話し合い、「海水は、なぜしょっぱい
のだろうか？」「海水にも、微生物が含まれているのだろうか？」等の疑問が出された。

●　「東京湾に暮らす魚について調べよう」（６時間）（５月～）
関係するビデオ資料を視聴し、児童ひとりひとりが自分の予想と比較した。さらに、
東京湾の環境についての課題、豊かな自然を大切にするための取り組みについて理解
した。

●　「東京湾に暮らす磯の生物と触れ合おう」（14時間）（７月～）
移動教室で富山臨海学園（千葉県）に出掛け、磯遊びで実際に生物を観察したり採集
したりした。見つけた生物の写真をもとに、その生物の名前や生態について詳しく調
べた。

●　「東京湾で暮らす魚を飼ってみよう」（14時間）（９月～）
富山臨海学園で見つけた魚を猿楽小学校で飼育しよう、という課題で、魚の餌、住処、
飼育のしやすさ等、課題を決めて、分担して調べた。調べたことをお互いに発表し合っ
た結果、メジナを飼育するということになった。また調べても分からない問題につい
ては大学からゲストティーチャーを招いて特別授業を実施した。これらを踏まえて、
実際に水槽にメジナを導入した。なお、水槽は先だって10月に設置してヒトデやアサ
リを投入し、環境を整えた。

●　「猿楽水族館をつくろう」（24時間）（１月～）
メジナ（さらにカゴカキダイも投入）をした後、飼育に必要な情報を調べた。さらに、
飼育当番の仕事内容、生態や習性についての説明板の作成、等について話し合った。
メジナを飼い続けるために必要な環境浄化について、他の生物を水槽に入れる等も考
え、実施した。
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❷渋谷区立鉢山中学校の取り組み

　2015年９月６日（土）、理数フロンティア校としての公開講座で海洋教育を紹介しまし
た。「海を学ぼう！」として本学から本事業のスタッフが講演を行い、さらに体験型のブー
スを３つ設置して生徒に海の生き物を体験してもらいました。
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1-4　モデル校以外での実施支援

　千葉県館山市、東京都北区および東京都渋谷区に設置した海洋教育モデル校の他にも海
洋教育を実践された学校があり、支援の一環として本学から実験器具や海産物（海からの
贈り物）を提供しました。

❶東京都港区立青南小学校での取り組み

　東京都港区立青南小学校でも海洋教育に取り組んでいただき、９月には海藻を用いた光
合成実験を６年生の授業で実施し、２月には地区公開講座にて海藻押し葉のブースを設置
しました。海藻を用いた光合成実験は平成26年度のサイエンス・パートナーシップ・プロ
グラムに企画名「海藻の教材化　～第六学年「生物同士のかかわり」～」として採択され
た事業であり、お茶の水女子大学サイエンス＆エデュケーションセンターが連携機関と
なっています。
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❷鴨川市立太海小学校での取り組み
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❸鴨川市立曽呂小学校での取り組み
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1-5　海洋教育コンテンツの効果検証研究に向けた準備作業

　作成した海洋教育の教材や授業案が、海への親しみや理解を高め、児童・生徒の学びを
深めることができる、というのが海洋教育の目標です。このことの効果検証を実施するた
め、以下の準備作業を進めました。

❶「塩を作ろう」コンテンツの効果検証研究に向けた倫理審査申請

　塩作りを特別な道具を用いずに実践できる「塩を作ろう」コンテンツは学校教員に大変
好評を頂いています。そこで、このコンテンツが海への親しみや理解を高めることに繋が
るか、まず教員の意識調査を行うことを考え、研究を実施するための倫理審査（お茶の水
女子大学人文社会科学研究の倫理審査委員会）を受けました。
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❷海洋教育の実践：小学校で簡便に授業実践できる「塩作り」教材

　海洋教育は、現行の学習指導要領では取り扱われていないものの、これを学校教育で進
めることが海洋基本法において定められています。しかし実際には海洋教育はなかなか学
校現場に浸透しておりません。このことの大きな理由として、海から離れた学校では海洋
教育が困難とされていることが挙げられます。そこで、海洋教育を促進するためには海か
ら離れた学校でも容易に実施できる授業コンテンツの作成が必須となります。我々は今
回、海水を用いた塩作りを小学校の理科室で簡便に実施できる教材として開発した「傾斜
蒸発皿」を用いた塩作りコンテンツについて学会で発表しました。
　発表要旨と発表スライドについて掲載します。
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1-6　海洋教育の実施に関する学術活動

❶より簡便な実験材料（ウニ）の提供方法について

　海洋教育モデル校への支援として、これまで開発してきた海からの贈り物シリーズの材
料提供を行っています。その中で、既に全国的な提供を実施しているウニについて、その
実験教材としての特徴、可能にするための方法の開発、利用した学校からの実施報告書に
よる効果と問題点の検討について発表しました。
　誰にでも容易に観察して理解できるという発生実験に適した材料としての特徴に着目
し、一匹の雌が産む膨大な量の卵を必要な期間保存する方法を用いて、より簡便な方法で
の提供を全国の希望する学校へ試行しました。その結果、教育の現場でも冷蔵庫で一週間
程度保存できる発生実験の材料として十分に活用することが可能であり、教師の労力を大
きく減らすことができ、生徒には生物の命の営みそのものを目にする体験になることが明
らかとなりました。

　発表要旨と発表スライドについて掲載します。
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